
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（南信州地域） 

令和 4 年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

事業名 売木村地域エコシステムの構築を目指して～みんなで始める週末林業 薪から始める山づくり～ 

事業主体 

（連絡先） 

うるぎ焚きもん倶楽部 

下伊那郡売木村 2303-1 

事業区分 (6)産業振興、雇用拡大（ウ 森林づくりと林業の振興） 

事業タイプ ソフト・ハード 

総事業費     2,537,260 円（うち支援金： 1,879,000 円） 

 

① 森林整備用機械の導入 

② チェンソー作業安全意識向上 

③ 積極的な植樹による山づくり 

※自己評価【A】 

【理由】 

・チェンソー作業の安全意識の向

上に寄与した。 

・売木村と共催し、毎年チェンソ

ー講習会を実施する仕組みづく

りを整備した。 

【 講習会の様子 】 

 
 【目標・ねらい】 

 

① 支援金を活用し、チェンソーや林内運搬車、薪割り機を

導入した。 

本事業で実施した講習会修了者に対して、導入した機会

の貸出を行える体制を整えた。 

② チェンソーを安全に活用するために、専門講師によ

る安全講習会を実施した。延べ 47 名が参加し、安全

意識の向上に寄与した。また、講習会の動画を

youtube で公表することにより、いつでも講習会の

内容を振り返ることができるようになった。 

③ ヒノキの皆伐跡地にコナラの苗木を植栽し、安定的

に木質資源を供給するための足掛かりを整備した。 

当団体は、”地域内エコシステムの実現”をキーワ
ードとして村内の森林資源（林地残材）を活用した薪
作りを行っている。 
活動を行の中で、所有している山はあるが、森林整備
のやり方がわからないとの声が多く寄せられた。 
本事業では、森林所有者自らが安全に森林整備を実施
できるよう安全講習会を実施し、所有者自らが週末に
山仕事を行う体制づくり（週末林業）を実施した。 
さらに、チェンソー等無償貸出できる機材を導入し、
木質燃料（薪等）用の山づくりを積極的に行う環境づ
くりを整備した。森林所有者が自ら、安全に木質資源
を供給する体制づくりを目指している。 
 

 チェンソー安全講習会参加者より、毎年開催してほしいとの要望が多かったため、売木村と協

議し、令和 5 年度以降は村の事業として毎年開催することとした。 

 今回の活動を含め、森林資源の有効活用を行うための活動（伐採、搬出、薪づくりや植樹等）

を youtube にて情報発信を行う。 


